
少人数の良さを足助
こ こ

で魅せる！足助高校。 

 今学期も本校の教育活動にご理解とご協力いただき、ありがとうございまし

た。 

 ７月２０日（金）が１学期終業式で、９月３日（月）が２学期始業式です。 

約４０日間の長い夏休みです。規則正しい生活を送り、実りある夏休みにしてく

ださい。課題なども早めに終えることができるようご家庭でもご協力ください。 

  

   夏休み中の出校日は８月１日（水）です。なお、３年生の就職希望生徒は上記

の出校日とは別に、出校日を設けてあります。保護者の皆様と連絡を密にし、就

職対策を進めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

愛知県立足助高等学校 

 

豊田市岩神町川原５ 

電話 

０５６５ー６２－１６６１ 

ホームページ 

http://asuke-h.aichi-c.ed.jp 

 生徒会では、新入生歓迎球技大会や体育大会での生徒会種目の企

画など、立ち会い演説会で示した公約の実現に向けて活動していま

す。 

 また、自主的な活動ではありますが、毎朝、昇降口前に立ち、あ

いさつ運動をしています。４月、５月はあいさつを返してくれる人

が少なかった印象ですが、６月に入り、自分から私たちにあいさつ

をしてくれることが多くなりました。継続は力なりと言います。少

しずつできることを実行していき、足助高校をより良い学校にして

いきたいと考えています。       （生徒会長 衣畑有恭） 

前期生徒会執行部 

第１回足助人活動 ５月１７日 

マイタウンおいでんin足助 ６月３０日 

 中間考査の最終日、考査の終了後に第１回の足助人（あすけっと）活動を実施しました。本校独自のボ

ランティア活動に、今年度も１回目から30名超という多くの生徒が参加してくれました。今回は、学校周

辺の清掃活動を行いました。 

 「豊田里山猪肉キーマカ

レー」などの販売を行いまし

た。鈴木県議も駆けつけてく

ださいました。 

鈴木県議と共に写真撮影 足助高校をＰＲしました 

４月５日 前期生徒会認証式 

足助高校通信    
愛知県立足助高等学校 

  今年度、早咲きの満開の桜に迎えられ、足助高校に赴任して早くも4か月が過ぎようとしています。そんな私

は、非常に「ついている」そして「幸せ」だと思っています。なぜなら、本校は、生徒はもちろん、先生方も皆

が精いっぱい頑張っている、地域に支えられている素敵な高校だからです。 

 機会があるごとに話してますが、本校は地域から応援されている学校です。足助高校は、今までの先輩達、先

生方の努力が評価され期待されている学校です。様々な地域連携事業（足助人活動、命の授業、カレー試食会、

マイタウンおいでんカレー販売等）に参加した際に、外部の方々から頑張っている本校の参加生徒含め、足助高

校に何度もお褒めの言葉をいただきました。体育大会の開会式・行進を誉めていただけたと、全校集会で伝えま

したが、つい先日も別の方から、同様のお褒めの言葉をいただきました。大変に嬉しかったです。皆さんのお陰

です。 

 さて、１学期がこれで終わろうとしていますが、どのような学期でしたか。足助高校が応援され続ける「明る

い学校」であるために、前回の全校集会にて「言霊」について話しました。（言葉には、エネルギーがある。）

「天国言葉を使って幸せになろう！」と呼びかけたところ、あの後、「みんなラッキー！ ラッキー！ と言っ

ていましたよ。」とか「話を聞いて、その通りだと思いました。」などと声を掛けてもらえました。 

 一方で、「天国言葉を自分から使うようになったんですが、周りが地獄言葉ばかり話してて嫌になっちゃうん

です。どうしたらよいのでしょうか？」という声も聞こえてきました。このような場合は、①周りがどんなに否

定的なことを言ってもあなただけは、あきらめないで天国言葉を使い続ければいいんです。それが難しければ、

②一緒にいても地獄言葉を使わなければよいのです。また、③出来ればその地獄言葉を聞かないようにすること

です。聞かなければ、相手はしゃべれません。相手は、地獄言葉を言うことによって自分の運命を悪くします。

ですから、地獄言葉を言わないようにしてあげることも大事なことです。 

 たとえば、「愚痴」や「泣き言」を聞いていると暗い気持ちになりますよね。「愚痴」とか「泣き言」を聞い

てあげることが親切だと思っていませんか。それは、違います。地獄言葉(愚痴)を聞いてあげることが親切では

ないと、私は思います。もし、聞いてしまったら、「二度とその問題が起きないようにするためには、どうした

ら良いかを一緒に考えましょう！」と言ってみよう。 

 さあ、１学期も無事終了、夏休みです。休み中は日常の学校生活とは違って、少しなりとも余裕があると思い

ます。是非、この時間を有意義に使い自分の可能性を探ってみよう。色々なことにチャレンジできる良い機会だ

と思います。３年生の皆さんは、進路目標達成に向けて「全力の夏」です。頑張りましょう！皆さんの幸せを

祈っています。                                 （校長 阿 部 卓 巳） 

「１学期を振り返って」 

第１号（１学期号）                              発行日 平成30年7月17日 

離任式  ４月５日 

平成３０年度の定期人事異動に伴い、黒川校長先生をはじめ、５名の先生が転出されました。それぞれの

先生方が学習面や部活動など、本校に対する熱い思いを述べられました。  

離任式 ４月５日（木） 

黒川修一 校長 

加藤央美 教諭 

小林大輔 教諭 

坂元啓太 教諭 

中根通昭 教諭 

新任式 ４月９日（月） 

阿部卓巳  校長 

川島靖男  教諭 

近藤和久  教諭 

上山千春    教諭 

馬渕紗耶加 教諭 
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入学式  ４月６日 

新入生歓迎球技大会  ４月27日 

 平成30年度入学式が挙行されました。本校の第70回生となる81

名が入学しました。この学年より新しい教育課程となります。２年

次より製造業への就職を目指す「一般教養類型」、進学を目指す

「キャリアデザイン類型」、そして、サービス業への就職を目指す

「観光ビジネス類型」がスタートします。新しい歴史を歩んでいく

生徒たちに多くのことを学んで欲しいと願っています。  

 新入生歓迎球技大会が開催されました。連日の暑さも一段落し、運動日和の天候の中で、生徒たちはの

びのびとスポーツを楽しみました。２、３年生の生徒が先輩としての強さを見せる中で、１年生の生徒も

それに負けまいと頑張っていました。 

 この行事を通して、学年間の交流とクラスの団結・親睦が深まりました。 

体育大会  ６月８日 

 前々日が東海地方の梅雨入りで開催が危ぶまれました体育大会でしたが、無事に開催することができま

した。多数の来賓の方々が参観される中、整然とした入場行進から大会はスタートしました。どの生徒も

溌剌とプレーをしており、気持ちの良い体育大会となりました。 
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「それぞれのいろいろ 

  ～一人ひとりが主役のまちづくり ～」第１回 ５月31日 

「足助高校×東京大学／たすけあいプロジェクト住民共創グループ」活動の一環として、様々な方々からお話

を伺う「それぞれのいろいろ～一人ひとりが主役のまちづくり」の第１回目が開催されました。この日は、豊

田市役所地域振興担当者、おいでん・さんそんセンター長、豊田市議会議長のお三方をお招きして、それぞれ

のご経験に基づいた貴重なお話を伺いました。豊田市や足助町という地域の利点や課題点を教えていただき、

いかにして活性化していくかなどの、興味深いお話を聞くことができました。第２回は７月19日（木）

10:55～12:45、第３回は９月６日（木）14:15～16:05の開催です。一般の皆様にも公開しております。

是非、ご参加ください。 

（第２回以降につきましては、２学期号に掲載します。） 

地域に学ぶ～ジビエを通じた“いのちの授業”～  ６月９日 

 本校と（株）ワイズ様、山恵様の三者がコラボレーションして完成した「とよた里山猪肉キーマカレー」の

第2段として「とよた里山猪肉和風カレー」が6月9日（土）に発表となりました。この機会を利用して豊田

市新盛町にある山恵様で「地域に学ぶ～ジビエを通じた“命の授業”」を行いました。地域の方々から獣害に

関するお話を伺った後、２班に分かれて、猪肉の枝肉解体とアクセサリー作りを行いました。獣害、いのちの

尊さ、里山の恵みなど、さまざまな事柄を学ぶことができました。 

里山の妖精 

いのりん 

※本校生徒デザイン 


